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︻
資
料
紹
介
︼
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
所
蔵
﹁
源
氏
物
語
図
草
稿
﹂
仲
町
啓
子
、
岩
佐
悠
里
︵
院
２
年
︶
、
大
平
有
希
野
︵
院
２
年
︶
、
太
田
佳
鈴
︵
院
１
年
︶
、
藤
生
明
日
美
︵
院
１
年
︶
資
料
的
意
義
本
作
品
は
、
天
地
十
四
糎
ほ
ど
の
画
面
に
、
墨
線
の
み
で
簡
略
に
源
氏
物
語
1
図
を
描
き
出
し
、
雲
形
等
の
部
分
に
場
面
を
説
明
す
る
書
き
入
れ
を
、
ま
た
図
中
に
図
柄
の
細
部
に
関
す
る
指
示
を
添
え
て
い
る
。
そ
の
体
裁
か
ら
察
す
る
に
草
稿
本
の
類
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
左
記
の
よ
う
な
特
色
を
有
し
て
い
る
点
に
お
い
て
貴
重
で
あ
り
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
⑴
山
本
春
正
︵
一
六
一
〇
-
一
六
八
二
︶
が
編
集
し
た
と
言
わ
れ
る
絵
入
版
本
の
﹃
源
氏
物
語
﹄
︵
通
称
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
慶
安
三
年
︹
一
六
五
〇
︺
跋
︶
と
同
じ
場
面
を
絵
画
化
し
、
し
か
も
ま
っ
た
く
同
構
図
で
あ
る
こ
と
。
2同
書
は
五
四
巻
に
二
二
六
図
も
の
挿
図
︵
源
氏
物
語
絵
︶
を
有
し
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
源
氏
物
語
絵
の
場
面
選
択
と
構
図
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
挿
図
の
系
譜
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
く
、
こ
の
草
稿
が
そ
の
謎
を
解
く
一
助
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
⑵
細
部
の
描
写
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
⑴
の
事
実
に
も
関
わ
ら
す
、
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
の
挿
図
か
ら
の
転
写
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
。
掲
載
し
た
拡
大
図
と
同
じ
場
面
を
描
く
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
の
挿
図
と
を
比
較
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
に
は
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
の
挿
図
に
見
ら
れ
る
写
し
崩
れ
や
描
写
の
拙
さ
は
な
く
、
各
図
は
か
な
り
的
確
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
描
写
の
巧
拙
を
考
慮
す
る
な
ら
、
こ
の
草
稿
は
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
の
写
し
と
は
思
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
本
作
品
に
原
本
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
で
は
あ
り
得
な
い
。
⑶
画
中
に
は
多
く
の
書
き
入
れ
(
特
に
人
物
の
比
定
)
が
あ
る
こ
と
。
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
に
は
そ
の
よ
う
な
書
き
入
れ
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
も
重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
− 1−
現
状
と
問
題
点
本
作
品
は
、
薄
手
の
紙
に
墨
で
絵
と
文
字
を
書
き
入
れ
、
一
部
に
朱
筆
を
入
れ
た
草
稿
本
で
あ
る
。
画
面
の
天
地
が
お
よ
そ
十
四
糎
で
、
現
在
三
巻
の
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
各
巻
の
長
さ
と
紙
数
、
及
び
収
録
す
る
帖
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
作
者
や
伝
来
な
ど
に
関
す
る
付
属
資
料
は
な
い
。
本
紙
に
は
ほ
ぼ
等
間
隔
の
折
り
目
跡
や
、
左
右
対
称
の
虫
食
い
や
シ
ミ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
巻
子
装
と
な
る
以
前
、
一
時
期
折
本
風
に
た
た
ま
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
時
期
が
存
在
し
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
各
紙
毎
に
記
載
さ
れ
て
い
る
整
理
番
号
に
は
、
折
本
の
状
態
、
巻
子
の
状
態
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
不
規
則
な
部
分
が
数
箇
所
認
め
ら
れ
、
当
初
の
形
式
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
第
三
巻
末
尾
に
は
損
傷
が
見
ら
れ
、
第
十
八
紙
は
わ
ず
か
に
﹁
手
習
﹂
の
第
一
場
面
の
み
を
残
し
、
そ
れ
以
降
の
﹁
手
習
﹂
の
第
二
場
面
か
ら
最
終
帖
﹁
夢
浮
橋
﹂
ま
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
各
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
紙
前
後
で
構
成
さ
れ
、
一
紙
に
は
通
常
四
場
面
を
描
く
が
、
一
部
二
場
面
分
の
紙
面
を
さ
い
て
描
い
た
図
を
交
え
る
場
合
は
、
一
紙
三
場
面
と
な
る
。
各
帖
の
場
面
に
は
絵
の
ほ
か
に
、
そ
の
場
面
を
説
明
す
る
文
章
ま
た
は
語
句
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
最
初
の
﹁
桐
壺
﹂
で
は
、
絵
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
簡
潔
な
内
容
を
書
く
の
に
対
し
て
、
巻
を
経
る
に
随
い
し
だ
い
に
情
報
量
も
増
え
て
細
か
な
内
容
を
書
き
込
む
ば
か
り
で
な
く
、
書
き
方
も
大
胆
と
な
り
時
に
は
絵
の
上
に
も
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
書
き
入
れ
方
の
密
度
の
変
化
は
、
書
き
入
れ
が
別
の
原
本
を
単
純
に
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
順
次
試
行
錯
誤
的
に
︵
い
わ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
︶
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
﹃
源
氏
物
語
﹄
本
文
の
引
用
の
ほ
か
、
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
あ
る
い
は
﹃
源
氏
物
語
湖
月
抄
﹄
な
ど
の
注
釈
書
の
抜
粋
、
そ
し
て
書
き
入
れ
者
自
身
が
独
自
に
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る
メ
モ
︵
日
付
な
ど
の
記
入
に
多
い
︶
の
大
き
く
三
種
が
存
在
し
て
い
る
。
特
に
絵
の
説
明
に
注
釈
書
を
適
宜
参
照
し
て
い
る
点
が
、
こ
の
﹁
源
氏
物
語
図
草
稿
﹂
の
制
作
目
的
や
用
途
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
3
実
践
本
の
絵
の
部
分
は
そ
れ
と
わ
か
る
程
度
に
省
略
・
単
純
化
さ
れ
、
暗
示
的
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
一
見
す
る
と
実
践
本
は
、
絵
師
が
本
制
作
の
た
め
に
参
考
と
す
る
下
書
き
︵
あ
る
い
は
手
控
え
︶
と
し
て
制
作
・
使
用
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
絵
に
直
接
関
係
し
た
書
き
入
れ
︵
た
と
え
ば
﹁
シ
ト
ミ
﹂
な
ど
の
指
示
︶
は
絵
師
の
作
画
の
た
め
の
書
き
入
れ
と
解
さ
れ
る
が
、
物
語
本
文
や
注
釈
書
の
抜
粋
は
直
接
作
画
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
絵
師
の
草
稿
の
類
に
こ
の
よ
う
な
詳
し
い
書
き
入
れ
が
加
え
ら
れ
た
例
を
知
ら
な
い
。
果
た
し
て
こ
の
部
分
が
絵
師
の
筆
に
な
る
も
の
か
、
第
三
者
な
の
か
、
朱
筆
の
筆
者
も
含
め
て
問
題
と
な
ろ
う
。
筆
者
問
題
に
加
え
て
、
書
き
入
れ
の
時
期
(
絵
と
同
時
期
か
否
か
)
も
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
予
想
と
し
て
は
、
実
践
本
は
絵
師
の
草
稿
的
な
用
途
を
有
し
つ
つ
も
、
そ
の
書
き
入
れ
に
は
何
ら
か
の
知
識
人
が
関
与
し
、
詳
細
な
源
氏
物
語
絵
の
解
読
を
試
み
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
。
− 2−
二
〇
紙
桐
壺
～
澪
標
帖
紙
数
全
長
二
巻
蓬
生
～
夕
霧
二
一
紙
八
二
四
・
三
ｃ
ｍ
三
巻
御
法
～
手
習
一
十
八
紙
六
七
一
・
四
ｃ
ｍ
一
巻
七
六
〇
・
九
ｃ
ｍ
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
絵
の
部
分
は
、
山
本
春
正
の
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
の
挿
図
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
同
一
の
場
面
選
択
、
場
面
数
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
構
図
及
び
人
物
の
お
よ
そ
の
図
柄
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
描
写
力
と
い
う
点
で
は
実
践
本
の
方
が
画
面
に
構
成
力
が
あ
り
、
人
物
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
等
も
的
確
で
あ
る
。
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
に
見
ら
れ
る
人
物
描
写
の
不
整
合
や
空
間
描
写
の
つ
た
な
さ
は
実
践
本
に
は
な
く
、
安
定
し
た
専
門
的
な
絵
師
の
技
量
を
披
露
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
有
名
な
﹁
夕
霧
﹂
の
帖
の
秋
の
小
野
の
山
荘
の
場
面
で
は
、
鹿
や
刈
田
な
ど
が
錯
綜
す
る
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
の
画
面
に
対
し
て
、
実
践
本
に
は
そ
の
よ
う
な
素
人
的
な
拙
さ
は
見
ら
れ
ず
、
空
間
描
写
が
合
理
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
﹁
浮
舟
﹂
で
は
舟
の
安
定
し
た
俯
瞰
視
が
見
ら
れ
る
の
は
実
践
本
の
ほ
う
で
あ
る
。
人
物
像
が
横
広
に
な
り
が
ち
な
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
に
対
し
て
、
実
践
本
の
人
物
像
は
全
体
に
引
き
締
ま
り
、
構
造
的
に
も
的
確
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
実
践
本
の
絵
師
を
推
定
す
る
に
は
さ
ら
に
画
面
の
詳
細
な
比
較
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
一
点
だ
け
構
図
的
な
特
徴
を
指
摘
す
る
な
ら
、
江
戸
時
代
の
土
佐
派
が
常
套
的
に
使
う
吹
抜
屋
台
の
構
図
︵
長
押
や
鴨
居
を
﹁
く
﹂
の
字
形
に
用
い
た
構
図
。
土
佐
光
則
の
色
紙
な
ど
に
は
頻
繁
に
登
場
す
る
︶
は
少
な
く
、
し
4
か
も
全
般
的
に
﹁
若
菜
上
﹂
の
場
面
七
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
簀
子
縁
や
長
押
な
ど
の
角
度
は
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
に
比
べ
て
穏
や
か
に
︵
よ
り
水
平
に
近
く
︶
な
り
、
全
般
的
に
水
平
線
を
基
調
と
し
た
安
定
感
の
あ
る
構
図
を
好
む
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
絵
師
の
属
し
て
い
た
画
派
の
基
本
的
な
構
図
感
覚
の
問
題
と
思
わ
れ
、
こ
の
絵
師
が
江
戸
時
代
の
土
佐
正
系
の
絵
師
(
た
と
え
ば
光
則
な
ど
)
と
は
距
離
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
末
尾
に
全
巻
の
縮
小
図
版
を
載
せ
る
と
と
も
に
若
紫
、
澪
標
、
蓬
生
、
関
屋
、
若
菜
上
、
夕
霧
、
浮
舟
の
七
帖
に
つ
い
て
は
、
や
や
大
き
め
の
全
図
を
掲
載
し
、
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ
た
文
字
を
公
刊
し
た
。
さ
ら
に
、
絵
画
化
の
頻
度
の
高
い
場
面
を
選
ん
で
﹃
絵
入
源
氏
物
語
﹄
の
同
場
面
と
並
べ
て
比
較
の
便
に
供
し
た
。
将
来
的
に
は
全
体
の
研
究
を
目
指
す
が
、
一
部
分
の
特
色
を
示
す
の
み
に
お
い
て
も
、
本
作
品
の
資
料
的
な
価
値
は
充
分
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
１
こ
れ
は
、
か
つ
て
実
践
女
子
大
学
に
在
職
さ
れ
た
宮
次
男
教
授
が
見
出
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
今
回
の
紹
介
は
、
大
学
院
美
術
史
学
専
攻
の
平
成
二
十
年
度
前
期
の
仲
町
ゼ
ミ
で
重
ね
て
き
た
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。
な
お
各
帖
の
担
当
は
、
若
紫
︵
藤
生
︶
、
澪
標
・
蓬
生
・
関
屋
︵
以
上
を
太
田
︶
、
若
菜
上
︵
仲
町
︶
、
夕
霧
︵
大
平
︶
、
浮
舟
︵
岩
佐
︶
で
あ
る
。
２
吉
田
幸
一
﹃
日
本
書
誌
学
大
系
繪
入
本
源
氏
物
語
考
﹄
︵
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
53
七
年
︶
３
一
例
と
し
て
﹁
若
菜
上
﹂
の
﹁
二
﹂
に
出
て
く
る
﹁
栢
梁
殿
﹂
の
語
や
﹁
泔
器
﹂
を
説
明
す
る
﹁
ビ
ン
ダ
ラ
イ
ノ
ル
イ
也
﹂
や
﹁
臺
フ
タ
有
﹂
な
ど
は
﹃
湖
月
抄
﹄
が
引
用
す
る
﹃
哢
花
抄
﹄
な
ど
に
由
来
し
て
い
る
。
４
皆
無
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
若
菜
上
の
場
面
五
な
ど
。
全
巻
の
カ
ラ
ー
写
真
は
、
実
践
女
子
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
近
日
公
開
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
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